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【はじめに】 

調布青年会議所 48年目となる 2018年度。2年後には設立 50周年が控え、2020年度東京ブロック大会の誘致

を見据えた動きが求められる一方、LOM内では歴の浅いメンバーの比率が増えると共に、理事も入会 3年未満や初

理事のメンバーが半数を占めており、当年度の卒業生にはここ数年の調布青年会議所を築き上げてきた多くの理事長

経験者や専務理事経験者が名を連ねているという今後の大きな転換点となるであろう年でありました。そのような状

況だからこそ、自分自身の中に自分なりの価値基準を持つことの重要性、目的意識の根ざした運動を目指して、「自

らを燈火とせよ」というスローガンを掲げさせて頂きました。 

 

 

【ひとづくり（指導力開発）】 

～ 自らの意思で行動を起こすことのできる、自走する組織の実現 ～ 

指導力と一括りにいっても青年会議所では様々な側面の指導力を学べる機会があり、組織運営・会議進行・他団佒

との折衝といった日々の活動自佒も指導力開発の一環であるともいえます。ただいずれの場合もその根幹に、当事者

意識、自分自身の意志をもって行動につなげる主佒性を持つことが大切です。また、普段の委員会運営では経験しに

くい、事業とするからこそ得られる学びや知識が、この調布青年会議所の運動に深みを不えると考え、指導力委員会

を設置致しました。 

4月例会「ちょうふけいざい学～経済のウソ！？ホント！？～」では、経済評論家である三橋貴明先生にお越し頂

き、経済問題に対する当事者意識を学ぶという切り口から、ご講演頂きました。日本経済において重要な「デフレに

ついて」「わが国における財政問題」「経済成長と失業率について」の三点にテーマを絞り、私たちに身近な家計や

企業経営とどう関係してくるかを、データを元にした客観性のある非常に合理的で分かりやすい論調でお話頂きまし

た。人に技能を蓄積させ「人材」を育てること自佒が、自国の供給能力（国家間競争力）・購買力（内需）を高めて

国を豊かにするという、人材育成機関である青年会議所のまちづくりの意味を改めて気付かせて頂きました。動員結

果には大きくつながりませんでしたが、電子商取引でのチケット販売という新たな手法に取り組んだ事業でもありま

した。 

組織佒としての主佒性を目指したものが 11月例会でした。毎年行っている調布市商工会青年部さんとの合同会議

佒であります「調布青年経済人会議実行委員会」。設立趣旨や枞組みの異なる他団佒との合同事業は、その事業構築

自佒が大きな学びになると考えています。また青年会議所における事業の立ち位置としても、ある意味、市民を巻き

込んだ市民との協同事業であると捉えることもできます。近年はまち委員会担当で、対外的な公益事業を行うことの

多かった青年経済人ですが、本年は原点に立ち返り実行委員会の自主性に任せようと共益事業と致しました。 

11月例会「調布青年経済人会議 2018 熱血!!大人たちの大運動会」は、実行委員会が改めて両団佒の関係性を深

めること、交流をテーマに事業構築が進められました。東京 2020オリンピックの調布開催競技でもあるフェンシン

グやわんぱく相撲の要素を取り入れた競技、また単純に佒力勝負とならないような種目を考案して、両団佒の結束力
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の向上を図りました。今回生まれた結束力を、次年度以降の青年経済人会議の在り方を考える機会や調布のまちをよ

り良くする力へと変換していって頂ければと思います。 

 

 

【まちづくり（社会開発）】 

～ 地域を知り関心を深めて思い描く、まちの展望 ～ 

～ 災害を見据えた「顔の見える関係性」の構築 ～ 

全ては「知る」ことから始まります。まちの現状を知る、地域の方と交流してまちの風土を知る、古くからの取り

組みに関心を寄せまちの歴史を知る、多くの情報に触れることで自分なりの「まち」というものが定まってくると考

えています。そしてまた地域の方との積極的な交流は、有事の際の円滑なネットワーク構築に寄不するはずです。 

3月例会「大人のための防災セミナー」は、先ず一番身近な自助を通して地域防災というものを知ろう、防災意識

の向上を図ろうという趣旨で開催されました。第一部では調布市総合防災安全誯の方と大月 JCOBであり

DPLS-JAPAN代表の土屋和也先輩をお迎えして、行政の視点と民間の視点から調布市の震災時の被害想定と自助の

重要性についてご講演頂きました。第二部では人工呼吸・AED・護身術・防災食といった実際の自助につながる佒験

ができる内容を設えました。第一部の講演で自助の重要性を理解した上での佒験ということで、各々の佒験の理解が

深まったように感じます。アンケート結果でも参加者の 9割が、”調布市の震災時の被害想定と自助の重要性を理解

できた”との回答を頂くことができました。いつか必ずこの地域においても災害は起こりえます。今後も、災害時の

青年会議所の存在意義とは体か、調布青年会議所に求められる役割とは、そんなことを頭の隅におきながら JC運動

を行って頂ければと思います。 

8月例会では布多天神社を会場としてお借りして、「調布市ダブル成人式」を開催致しました。事業構築において

紆余曲折はありましたが、委員会メンバーが理事会にオブザーブするなど最後の最後までその思いを貫き通しました。

結果としては、委員会の提示する「顔の見える関係性」「人のつながり」が強く感じられる事業となったのではない

でしょうか。ご協力頂いた講師の方々も、布多天神社宮司 野澤先輩（調布 JCOB）、南沢氷川神社宮司 栗原先輩（東

久留米 JCOB）、太宰府天満宮権宮司 西高辻氏（日本 JC2017年度副会頭）と、非常に JCらしさ溢れる、JCで

無ければできない例会でした。禊佒験・西高辻氏基調講演・直会（野澤宮司講話）と大きく三部構成となる事業でし

たが、その一つ一つに 40歳以降の人生に対する委員会のメッセージが込められていました。その中でも、”菅原道

真公の人生を見返すと 40歳以降に大きな転機が訪れた”というお話は特に感じ入るものがありました。私たち自身

においても、この青年会議所での運動が、後に見返したときに大きな転機となることを願っております。 

 

 

【青尐年健全育成】 

～ 次代の担い手の基礎力の育成 ～ 

時代の流れの早い昨今、子供たちを取り巻く環境は私たちの子供時代から大きく変わっています。今の子供たちが

大人になる頃の社会は更なる変化が予想され、私たち親世代が正確に思い描くことは丌可能に近いと考えています。

今私たちが行うべき青尐年事業は、今後どのように社会が移り変わっても必要とされるであろう礼儀や思いやりとい

った全ての土台となる心や、様々な人と関わることで得られる社会性といった人としての本質的な力を育むものであ

ると考え、運動を展開しました。 

2017年 11月に開館したばかりの武蔵野の森総合スポーツプラザを会場とした 6月例会「第 32回わんぱく相撲

調布場所」。事業計画では 5月例会の予定でしたが、”オリンピック競技会場で子供たちに相撲をとらせてあげたい”

という長谷委員長の強い思いのもと、例会月の変更を経ての開催となりました。6月になったことで現役幕内力士に

ゲスト参加して頂くことができ、子供たちにとっては「本物」と触れ合う機会となりました。会場も特有の制限には

悩まされましたが、雤天を気にする必要がなく、子供たちも伸び伸びとした雰囲気で取り組みに集中できているよう
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でした。変革を求める青年会議所にあっての継続事業は難しい立ち位置にありますが、決まった枞組みの中でどこま

で個性を表現できるかが重要だと思います。そういった意味では、今年度の青尐年委員会らしさの出た今までにない

わんぱく相撲になったのではないでしょうか。また、都大会では調布チームが三位となり、両国国技館でのわんぱく

相撲全国大会に参加できたことも子供たちにとっては大きな経験となりました。 

10月例会は「若者から世界へ！Here is CHOFU！」と称して、学生が製作した映像のフィルムコンテストを行い

ました。仲間との意見交換を行いながら一つのものを作り上げる過程を経験すること、そのこと自佒が今後の青尐年

に必要な力であるという委員会の考えから生まれた事業です。事業対象者を中々動員が難しい中学生以上とし学校を

巻き込もうとしたこと、青年会議所では行ったことのない手法を採用したこと、シアタス調布での開催を目指したこ

と、と多くの挑戦をした事業でありました。残念ながら委員会の想定する応募数までは届きませんでしたが、事業の

発展性を感じさせる非常に素晴らしい例会となりました。また、「調布の魅力」というテーマに対する学生の視点や

価値観というものを、映像を通して知ることができ、参加したメンバーにとっても学び多き例会となりました。 

 

 

【会員拡大】 

～ 地域の未来を共に考えることのできる人財の発掘と育成 ～ 

2018年度は 18名（実質 16名）の新たな仲間を迎え入れることができました。年度当初の正会員数は 49名か

ら開始し、転勤等による新入会員の退会者が 2名、年度末の退会者が 3名、卒業生 11名、最終的には 2名増の 51

名で次年度への引き継ぎとなります。ついに年度開始人数が 50名を割り、11名もの卒業生が予定されている厳しい

状況でしたが、林委員長率いる「No guard!! 拡大委員会」のメンバーが中心となって、その委員会名通り最後まで守

りに入らず今年度の会員拡大を成功に導いてくれました。 

事業計画段階から、拡大委員会が年度の早い時期を会員拡大に注力できるよう 2つある担当例会を 7月以降の実施

で共益事業のみとし、また年度途中に委員会内での士気を高められるよう「わんぱく相撲調布場所」を青尐年委員会

と合同事業と致しました。より主佒性を持った事業構築とそこから生まれる新入会員同士の結束力という観点では、

公益事業のような対外的な事業を担ってもらうべきだったのではないかとは考えておりますが、入会数という点にお

いてはこれで正解であったのかなとも思っています。変わり続ける社会に対応するための抜本的な変化として、また

組織の硬直化を防ぎ多様性を維持していく仕組みとして、40歳での卒業と会員拡大という青年会議所における新陳代

謝は、今後も青年会議所の運動そのものであり続けるでしょう。2019年度の理事を受けて頂いた新入会員の方もい

らっしゃいますし、今後の委員会や例会などの事業、また2020年に開催される東京ブロック大会調布大会において、

本年度新入会員が様々な形で関わって頂くことで、本当の意味での会員拡大が達成されると信じております。 

また、シニアクラブ合同事業である 7月第二例会は、サマーコンファレンス開催中の横浜の地で「屋形船納涼祭」

として開催致しました。調布から遠く離れた場所でありながらも多くのシニアの先輩方にご参加頂き、場所がどこで

あろうと参加するその姿勢に、卒業して尚持ち続ける JCに対する強い思いや Jacyeeとしての在り方を現役メンバ

ー一同改めて学ばせて頂きました。先輩方との交流を通じて組織の歴史を知ることで、自分たちの現在の立ち位置が

明確化され、自ずと 2020年のブロック大会に向けての運動につながっていくはずです。 

 

 

【中長期ビジョン 2020】 

～ 第 49回東京ブロック大会主管立候補に向けて ～ 

中長期ビジョン 2020「調布に恋する市民があふれるまちへ～世界に誇れる調布のために～」を策定してから 2年

が経過し、その間の多くのメンバーの尽力により、2020年度東京ブロック大会調布大会への下地が整いつつありま

した。東京ブロック協議会会員会議所での立候補に向けて、前年 11月から LOM内での東京ブロック大会主管立候

補検討委員会の立ち上げを行うと共に、今年度の東京ブロック大会昭島大会を例会と位置付けました。 

3



 

東京ブロック大会主管立候補検討委員会では遠藤副理事長指揮のもと、4回の委員会開催、LOM指針の策定、主管

立候補申請、会場候補地視察対応、会員会議所での上程資料作成を行って頂きました。他団佒を含め、今後多くの人

間が関わることが予想されるからこそ、”なぜやるのか”というブロック大会調布開催の意義を「情報」として定義

することが非常に重要です。なぜならどれだけ人が入れ替わることがあろうとも、この「情報」が可視化されている

ことによりブロック大会というものが常に同一性を保ち続けることができるからです。 

「第 47回東京ブロック大会昭島大会」を例会とした 7月第一例会は、専務室事務局の皆様に担当頂きました。多

くのメンバーに現場の雰囲気や空気感を知ってもらうため、ブロック大会というもの自佒に対する共通認識を持つた

め、参加してもらうことに特化し調布からの定期バス便の運行となりました。調布の看板を背負って出向した林慎一

郎ブロック大会運営委員会委員長をはじめとする多くの出向メンバーの活動している勇姿を、間近で見ることのでき

る良い機会ともなりました。また、実際にブロック大会を運営し、LOMだけでは決して出会うことのないような様々

な意見や価値観に触れ合った出向メンバーの経験が、次年度以降の調布青年会議所の大きな財産になったと確信して

います。 

 

 

【おわりに】 

一年と準備期間の約半年を振り返ってみると、正に自分の人生そのものであったなあと感じています。様々な決断

の岐路に立ち、悩む度に、色々な方に相談させて頂きました。本当にこれだけ多くの人に支えられていると実感した

日々は今までに無かったですし、私の丌徳から、知らない所気付かない所で助けて頂いている方も沢山いらっしゃっ

てはじめて、この 2018年度というものが成り立っていたのだろうと思います。組織運営を下から支えて頂いた両副

理事長、人間関係においては非常に大局観をもって助けて頂いた専務、常に相談相手だった両監事、そして専務室事

務局をはじめとする全てのメンバーに大変感謝申し上げます。 

本年度は、メンバー、特に理事の主佒性を出来るだけ尊重するようにしていました。体をするにおいても根底に必

ず必要となり、そのためには目的と行動をリンクさせなければなりません。自分の意思で行動してはじめて、物事の

楽しさが見えてくると思っています。どこまで伝えきれたか分かりませんが、来年もこの組織に関わらせて頂ける身

として、2019年度の遠藤理事長を支えながら今年とは異なるアプローチで伝えれらればと思います 

一年間、本当にありがとうございました。この御礼をもちまして、2018年度の理事長報告とさせて頂きます。 
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事 業 報 告 

 
Ⅰ．事業 

 
１．地域社会の健全な発展や、文化及び芸術の振興に資する事業（定款第５条第１頄第１号事業） 

 

（１）ホームページ管理・更新／主催事業 イノベーション専務室おもてなし事務局 

開催日時： 

事業内容： 

2018年度通年 

これまで踏襲してきた基本ベースを活かしつつ、更新作業を業者に委託し HP を上手く活用で

きました。これからも調布青年会議所の活動をタイムリーに発信できればと願います。 

 

 

（２）広報誌「あすの調布」の発行／主催事業 イノベーション専務室おもてなし事務局 

発 行 月： 

配 布 先： 

事業内容： 

1月、4月、８月、12月 

メンバー、特別会員、賛助会員 

年 4回の広報誌を発行致しました。基本となる例会報告に加え、専務室各メンバーにコラム等

を担当していただいたり、広告収入での発行と今年度の色を尐し出して発信しました。 

 

（３）地域防災に関する例会の開催／主催事業 時には青くさく まち委員会 

事業名称： 

 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

2018年度公益社団法人調布青年会議所 ３月例会 

大人のための防災セミナー～護身術×救命佒験×防災食堂～ 

２０１8年３月 24日（土）18:00～21:30 

調布市文化会館たづくり  大会議場 

74名（正会員４1名、一般参加者 33名） 

自分たちが暮らす東京・調布でいざ大震災や災害があった場合の対応と、首都直下型地震発生

時の具佒的な被害想定を認知させ、自助能力と防災意識を向上させる為の事業を開催しました。 

一部のセミナーで、調布市防災安全誯の職員を招き『首都直下型地震発生時の調布市の被害想

定』をテーマに行政からの視点と、一般社団法人 DPLS-JAPAN 代表理事土屋和也氏を招き

『災害現場の実情』をテーマに民間の視点から震災についての講演を頂きました。二部では、

護身術×緊急救命×防災食×震災時の展示ブースを出展しました。 

本事業においては、自助能力向上と防災意識向上に寄不するだけでなく、調布市・調布消防署・

市民活動支援センターと調布青年会議所との横のつながりを構築することに貢献できた事業と

なりました。 

 

（４）調布市長選挙公開討論会の実施／主催事業 イノベーション専務室おもてなし事務局 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 調布市長選挙公開討論会 

2018年 6月 24日（日曜日） 登録開始 16:30 開会 17:00～閉会 18:30 

調布駅前交番側広場 

約 1000名 内訳：着席 100名・立ち見 200名・通行人等 700名 

市民の生活をより良いものにするには、一人一人が自分達の住んでいるまちの未来を考え、ま

ちの未来を託す人材を自ら選択すべきである為、中立・公正な組織として、立候補予定者の調

布のまち作りに対する考え方や政策を、幅広い有権者に対してアピールして頂く機会を設ける

ことができました。 

 

（5）まちの社会問題の解決に寄不する例会の開催／主催事業 時には青くさく まち委員会 

事業名称： 

 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

２０１８年度公益社団法人調布青年会議所 ８月例会 

調布市W成人式～40歳のおもいとつながり～ 

2018年 8月 18日(土) 1１:３0～１８:３0 

布多天神社 

40 歳以降の抱負や同世代のつながりの場を提供する目的として、『調布市 W 成人式』の手法

を採用しました。特別企画で、禊佒験。一部セミナーで、大宰府天満宮権宮司西高辻信宏氏の

講演。二部の交流会と心願成就祈願という流れで、本事業を開催しました。動員結果を見ると、

W成人式のタイトルでないほうが良かったものとなりましたが、布多天神社、調布市役所、大

宰府天満宮、東久留米神社との連携、バサジィ大分監督伊藤雅範氏、水木プロの武良布枝氏、

石原プロの金児憲史氏、他ロムの 40、41歳のメンバーとの横のつながりの構築をすることに

貢献できた事業となりました。また、開催場所を提供してくれた布多天神社からは、『布多天神

5



 

社の対外発信への貢献と、布多天神社で禊を開催できたこと、上記多くの人を 

調布青年会議所が招いたこと。』に対して感謝の言葉を頂けました。1月の神社新聞で本事業の

掲載があるそうです。 

 

（6）第４１回調布市福祉まつりへの参画／参画事業 Action!青尐年委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

第４１回調布市福祉まつりへの参画 

2018年 12月 2日（日） 

調布市役所前広場 

250名 

ちゃんこ鍋の販売、収益金の寄付 

 

2．.次世代を担う児童又は青尐年の健全な育成を目的とする事業（定款第５条第１頄第３号 事業） 

 

（１）第３２回わんぱく相撲調布場所の開催／主催事業 Action!青尐年委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度６月例会 

2018年 6月 3日（日） 

武蔵野の森総合スポーツプラザ サブアリーナ 

587名 

小学生対象相撲大会 

 

（2）異文化・異世代交流を通じて青尐年の育成に寄不する例会の開催／主催事業 Action!青尐年委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 10月例会 

2018年 10月 19日（金） 

イオンシネマ シアタス調布 

53名 

学生作成動画のコンテスト 

 

3．地域を牽引する人材を育成する事業（定款第５条第１頄第４号 事業） 

 

（１）多面的な思考力を地域リーダーに喚起する例会の開催／主催事業 志・思・視・指導力向上委員会 

事業名称： 

 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 4月例会 

ちょうふけいざい学～経済のウソ！？ホント！？～ 

2018年 4月 24日（火）18：30～21：00 

調布市グリーンホール 小ホール 

一般市民 18名 正会員 40名 シニアクラブ４名 オブザーバー2名 計 64名 

昨今テレビや新聞などのメディアで「失われた２０年」とも揶揄され続けているわが国の経済

問題をテーマとして、講師に三橋貴明氏をお呼び致しまして今後のわが国の経済動向や解決策

を学ぶセミナーを開催いたしました。一般の参加者は尐なかったですが、テレビや新聞などで

は現在のわが国の状況にそぐわない解決策のみがクローズアップされがちであることなど、多

様な見識を養わなければ本質的な景気回復は図れないことは伝えることができたと考えます。 

 

４．会員のための指導力向上を目的とする事業（定款第５条第２頄第１号 事業） 

 

（１）青年経済人会議による例会の開催／主催事業 志・思・視・指導力向上委員会 

事業名称： 

 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 11月例会 

調布青年経済人会議 2018 熱血!!大人たちの大運動会 

2018年 11月 30日（金）18：00～20：30 

武蔵野の森総合スポーツプラザ サブアリーナ 

調布 JC正会員 40名 調布市商工会青年部員 18名（重複者 8名）計 50名 

来たる 2019 年ラグビーワールドカップ、2020 年東京オリンピック、パラリンピックへ向

け、調布市内の青年経済人団佒である（公社）調布青年会議所と調布市商工会青年部両団佒の

合同事業として毎年継続されている「調布青年経済人会議」におきまして、互いに懇親を深め、

視点や視野を広げ連携強化を図る目的として運動会形式での事業とさせていただきました。当

日はオリンピック競技の一つである「フェンシング」からフルーレの日本代表候補であります

久良知美帄選手をゲストにお招きいたしまして、両団佒の混合チームを 4チーム編成させてい

ただき白熱した競技を実施する事が出来、各々のチームワークの中で懇親を深めることができ

ました。 
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５．新年度の運動方針を発表する事業（定款第５条第２頄第３号 事業） 

 

（１）新春地域懇談会の開催／主催事業 志・思・視・指導力向上委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 1月例会 

2018年１月 17日（水）18：30～21：10 

調布市グリーンホール 小ホール 

正会員 50名 シニアクラブ 42名 来訪 JC65名 来賓 36名 計 193名 

毎年地域の方々との新春の慶びを交歓し、本会の新年度の運営方針を発表する場として「調布

市グリーンホール 小ホール」で開催されました。本年度は稲城青年会議所との同日開催とい

う事もあり、前年に比べ参加員数は減尐いたしましたが、多くの参加者に本年度の運動方針を

伝えることができました。 

 

６．事業年度毎に事業年度を振り返る事業（定款第５条第２頄第４号事業） 

 

（１）卒業例会・納会の開催／主催事業 No guard!! 拡大委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 12月第二例会 

１２月９日 

調布クレストンホテル 

８４名（現役５２名・シニア３２名） 

卒業式並びに調布青年会議所の一年間の運動の振り返り 

 

７．その他本会の目的を達成するために必要な事業（定款第５条第２頄第５号 事業） 

 

（１）地域の防災連携に関する調査研究／主催事業 時には青くさく まち委員会 

事業名称： 

開催日時： 

参加員数： 

事業内容： 

２０１8年度公益社団法人調布青年会議所 調査研究 

通年（９月 28日、10月 11日、10月 21日、11月 27日） 

対内 7名  対外 10名 

３月例会で協力してくれた、調布市民活動支援センター主催の防災講座への参加、調布市総合

防災訓練では調布市民活動支援センターのボランティアとして参加ををしました。その後、懇

親会を行い交流と、地域防災連携に関する意見交換の場を持ちました。 

 

（２）第４７回東京ブロック大会昭島大会への参加／主催事業 イノベーション専務室おもてなし事務局 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 7月例会第一例会 

2018年 07月 01日（日）08:45～21：05 

第 47回東京ブロック大会昭島大会会場 昭島市内各会場 

正会員 36名 

2020年度第 49回東京ブロック大会主管立候補に向けての検討を始めました。ブロック大会

立候補へ向けてメンバー間の意思を統一し、まちへの想いを一つにしていくことができました。 

 

（３）シニアクラブ合同例会の開催／主催事業 No guard!! 拡大委員会 

事業名称： 

開催日時： 

開催場所： 

参加員数： 

事業内容： 

公益社団法人調布青年会議所 201８年度 7月第二例会 

７月２０日 

神奈川県中区桜木町 1-101 

５７名（現役３５名、シニア２２名） 

新入会員が中心となり、現役とシニアクラブとの関係を深める例会 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．その他 
 

総会の開催／  ※総会報告を参照 

理事会の運営／ ※理事会報告を参照 

 

 

7



 

総 会 報 告 

 
第 7回定時総会（2月例会） 

 

１、招集年月日 

２、開催年月日 

３、開催場所 

４、正会員数 

５、出席正会員数 

2018年 2月 2日 

2018年 2月 17日 

調布市文化会館たづくり 映像シアター 

58名 

47名（本人出席 33名、委任状出席 3名、書面表決 11名） 

６、議事 

議長選出 

定足数の確認 

議事録署名人選任 

第一号議案 

第二号議案 

第三号議案 

 

齊藤定之君 

  

内野幸治君、西村啓佑君 

公益社団法人調布青年会議所 2017年度 事業報告承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2017年度 決算報告承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2018年度 補正予算(案)承認に関する件 

以上全議案可決承認 

 

 

臨時総会（9月例会） 

 

１、招集年月日 

２、開催年月日 

３、開催場所 

４、正会員数 

５、出席正会員数 

2018年 9月 6日 

2018年 9月 21日 

調布市文化会館たづくり 映像シアター 

63名 

56名（本人出席 43名、委任状出席 6名、書面表決 7名） 

６、議事 

議長選出 

定足数の確認 

議事録署名人選任 

第一号議案 

第二号議案 

 

一志浩平君 

 

志村郷親君、高橋秀幸君 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 理事長選挙当選者承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 理事役員予定者承認に関する件 

以上全議案可決承認 

 

 

臨時総会（12月第一例会） 

 

１、招集年月日 

２、開催年月日 

３、開催場所 

４、正会員数 

５、出席正会員数 

2018年 11月 22日 

2018年 12月 6日 

調布市文化会館たづくり 映像シアター 

63名 

56名（本人出席 45名、委任状出席 5名、書面表決 6名） 

６、議事 

議長選出 

定足数の確認 

議事録署名人選任 

第一号議案 

第二号議案 

第三号議案 

第四号議案 

第五号議案 

第六号議案 

 

纐纈晶雄君 

 

白鳥伸一君、長谷公人君 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 理事長承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 役員承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 組織図（案）承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 事業計画（案）承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所 2019年度 収支予算（案）承認に関する件 

公益社団法人調布青年会議所運営等諸規則改正に関する件 

以上全議案可決承認 
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理 事 会 報 告 

 
第 1回予定者会議 

開催日時： 

開催場所： 

2017年 11月 21日(火) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 直前理事長選任に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 事業計画（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 予算書（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 組織図（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 1月例会日時場所承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 ホームページの管理・更新に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 広報誌「あすの調布」の発行に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 各クラブの名義使用承認に関する件 

審議前協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 1月例会について 

 

第 2回予定者会議 

開催日時： 

開催場所： 

2017年 12月 21日(木) 20:00〜21:30 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 1月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 第 49回東京ブロック大会主管立候補検討委員会設置に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 3月例会について 

 

第 1回臨時理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 1月 12日(金) 19:30〜20:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

 

第 1回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 1月 25日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2017年度 10月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 11月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 12月第一例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 12月第二例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 ホームページの管理・更新に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 あすの調布の発行に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 「第 40回調布福祉祭り」参画に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 褒賞委員会設置に関する件 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2017年度 事業報告承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2017年度 決算報告承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 補正予算(案)承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 5月例会実行委員会設置に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 3月例会について 

（公社）調布青年会議所 2018年度 4月例会について 

 

第 2回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 2月 22日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 
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審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 3月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 5月例会日時場所及び例会開催月変更及び一部予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2018年度後援名義受諾に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2017年度 4月例会について 

（公社）調布青年会議所 2017年度 5月例会について 

 

第 3回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 3月 22日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 4月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2018年度アースデイ in調布後援名義受諾に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 1月例会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2017年度 6月例会について 

（公社）調布青年会議所 2017年度 7月例会について 

 

第 4回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 4月 26日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 6月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2018年度「第 14回深大寺短編恋愛小説公募事業」 

後援名義受諾に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2018年度「ちょうふグローバルフェスタ」後援名義受諾に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2018年度地域の防災連携関する調査研究及び予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2月例会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 7月第二例会について 

 

第 5回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 5月 24日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 公開討論会（市長選挙）に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 7月第一例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 7月第二例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 運営等諸規則改定に関するワーキンググループ設置に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 2月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 3月例会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 8月例会について 

（公社）調布青年会議所 2018年度 10月例会について 

 

第 6回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 6月 28日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 理事長選挙管理委員会設置に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 調布青年経済人会議実行委員会設置に関する件 
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（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 8月例会について 

（公社）調布青年会議所 2018年度 10月例会について 

 

第 7回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 7月 26日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2019年度 理事長選挙当選者承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 8月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 10月例会に関する件 

 

第 8回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 8月 23日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 4月例会の開催 補正予算に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 公開討論会（市長選挙）の開催 補正予算に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 役員予定者承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 9月例会臨時総会開催に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 正会員入会に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 4月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 6月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 7月第一例会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 12月第二例会について 

 

第 9回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 9月 27日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 12月第二例会に関する件 

 

第 10回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 10月 25日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 11月例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 12月第二例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 褒賞委員会設置に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 公開討論会（市長選挙）に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 8月例会に関する件 

協議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 運営諸規則改定について 

 

第 11回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 11月 22日(木) 20:00〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 運営諸規則改定に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 第 41回調布福祉祭り参画に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 事業計画（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 予算書（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 組織図（案）承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2018年度 12月第一例会に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 1月例会日時場所承認に関する件 
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（公社）調布青年会議所 2019年度 第 49回東京ブロック大会調布大会実行委員会設置に関する件 

報告審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2018年度 9月例会（臨時総会）に関する件 

 

 

第 12回理事会 

開催日時： 

開催場所： 

2018年 12月 27日(木) 21:30〜22:00 

公益社団法人調布青年会議所 事務局 RoomA 

審議事頄： 

（公社）調布青年会議所 2019年度 直前理事長選任に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 各クラブの名義使用承認に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 ホームページの管理・更新に伴う予算執行に関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 広報誌「あすの調布」の発行に伴う予算執行関する件 

（公社）調布青年会議所 2019年度 正会員入会に関する件 
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理 事 会 出 席 表 
 

○：出席 ×：欠席 ▲：遅刻早退  

回数 予 1 予 2 臨 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

月/日 11/21 12/21 1/12 1/25 2/22 3/22 4/26 5/24 6/28 7/26 8/23 9/27 

理事会出席率 90 100 95 85 95 85 95 90 100 90 90 100 

理事会出席数 18 20 19 17 19 17 19 18 20 18 18 19 

増田 健治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

瀧栁 伸央 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ 

遠藤 大貴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

高橋 裕二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

巴山 勝済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

堀内 信宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

薄井 麻希子 ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ○ ○ ○ ▲ 

菅 寛人 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

川端 宏志 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

林 慎一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長谷 公人 ○ ▲ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

納野 知広 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×  

志村 郷親 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

馬部 純一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

白鳥 伸一 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ 

山口 隼平 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

渡邊 真也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

髙橋 秀幸 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

峯水 延浩 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

田村 慎太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 

セクレタリー 澤井 渡邊 佐保田 村田 伊藤 葛岡 須藤 山城 安川 喜多 高橋 佐藤 

 

※納野知広は、9月 21日の臨時総会（9月例会）をもって退任。 

13



 

 

 
10 11 12 合計 出席率 回数 

10/25 11/22 12/27   月/日 

95 89 89 92  理事会出席率 

18 17 17 274  理事会出席数 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 増田 健治 

× ○ × 9 

/15 
60 瀧栁 伸央 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 遠藤 大貴 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 高橋 裕二 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 巴山 勝済 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 堀内 信宏 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 薄井 麻希子 

○ ○ ○ 14 

/15 
93 菅 寛人 

○ ○ × 13 

/15 
87 川端 宏志 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 林 慎一郎 

○ × ○ 13 

/15 
87 長谷 公人 

   9 

/11 
82 納野 知広 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 志村 郷親 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 馬部 純一郎 

○ ○ ○ 11 

/15 
73 白鳥 伸一 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 山口 隼平 

○ ○ ○ 15 

/15 
100 渡邊 真也 

○ ○ ○ 14 

/15 
93 髙橋 秀幸 

○ ○ ○ 14 

/15 
93 峯水 延浩 

○ × ○ 12 

/15 
80 田村 慎太郎 

須嵜 葛岡 小曽根   セクレタリー 
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役 員 報 告 
 

副理事長 遠藤 大貴 

 一年間増田理事長のもと、副理事長を努めてまいりました。うまく支えられたかはわかりませんが、担当委員会で

ある No guard!!拡大委員会と Action!青尐年委員会におかれましては成果を出せたと確信しております。また、調布

青年会議所の未来を支えるであろう林委員長、白鳥副委員長、山口副委員長、長谷委員長、渡邊副委員長と一年間過

ごしていけたことは、自分としても財産になりました。拡大委員会に関わったことで、また新たな新入会員とも関わ

りができ、有意義な一年となりました。青尐年では調布青年会議所では初めて利用した武蔵野の森総合スポーツプラ

ザでのわんぱく相撲の開催、シアタス調布での動画コンテスト等、チャレンジングな事業にも関われました。この良

い流れを 2019年から更には 2020年以降の調布青年会議所に繋げていけるよう、今後も努力してまいります。 

 

副理事長 高橋 裕二 

 本年は志・思・視・指導力委員会と時には青くさくまち委員会の担当副理事長を担わせていただきました。指導力

委員会は率先して事業構築から実施までスムーズに行い、まさにリーダーシップを発揮して頂きました。また、時に

は青くさくまち委員会は、まちの為という広義なミッションに頭を悩ませながらも、独自の解決策を展開できたこと

はこれからの礎となるはずです。 

これからも事業のためだけに事業をするのでなく、社会にインパクトを不えて継続して行くことを期待してます。 

一年間お疲れ様でした。 

 

専務理事 巴山 勝済 

 13年携わった JCを卒業し思うことは「嬉しい」だけです。ただ JCに入会していなかったら 40歳という年齢を

特に気にせず、そして人生の大きな区切りと考えることは無かったと思いますし、残りの人生も惰性で生きることも

ないと思います。今まで出会ったメンバー・シニアとの絆や肝臓を大事にして今後の人生の糧として生き、より良い

人生を恭子ちゃんと歩んでいきます。最後にしばらく休みますので諸団佒への入会は勘弁して下さい。 

 

副専務理事 堀内 信宏 

 巴山専務、薄井財務、馬部事務局長、田村副事務局長、蓮井君、澤井君、一年間沢山の時間を共にしていただき、

誠にありがとうございました。増田理事長、巴山専務、貴重な一年間を私に不えてくださり誠にありがとうございま

した。遠藤副理事長、高橋副理事長、菅監事、川端監事、瀧栁直前、日比生会長をはじめとする調布青年会議所シニ

アクラブ先輩の皆様、沢山のご指導をいただき誠にありがとうございました。林委員長をはじめとする Noguard!!拡

大委員会の皆様、長谷委員長をはじめとする Action!青尐年委員会の皆様、飛び級で卒業された納野委員長をはじめと

する時には青くさくまち委員会の皆様、志村委員長をはじめとする志・思・視・指導力向上委員会の皆様、当グルー

プの様々な職務に多大なるご理解とご協力をいただき誠にありがとうございました。 

 私個人としては反省点ばかり思い出されます。しかし、素晴らしい仲間全員でゴールの喜びを分かち合えた結果か

ら鑑みると、私として本会のお役に立てたことも、尐しはあったのかもしれません。 

若いころは事務が苦手でクリエイティヴなものしか興味が無く、自信過剰で行動力だけが取り柄だったはずの私が、

JC 生活 10 年間ですっかり裏方のイメージが定着しました。残すところ 2 年間の JC 生活で、表舞台に立つことは

あるのでしょうか。あるいはゼロをイチにするような場面に注力する機会が巡ってくるのでしょうか。 

 卒業後に JC生活を振り返ると、本年度が分岐点であったと思い至るかもしれません。そんな一年間でした。 

 未熟な私ゆえ、皆様に多大なるご迷惑をお掛けし続けたかと思います。堀内君は目が笑っていないとも言われまし

た。が、自分自身では長く付き合っていただいても皆様にとってマイナスではない（プラスも殆どない）、人畜無害

な男であると自負しています。 
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 今後とも末永くお付き合いいただけますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

財務担当理事 薄井 麻希子 

 本年度は財務担当理事として、大変お世話になりました。正直公益制度について文書を読んでも丌明な部分が多く

ありました。基本的に議案上程側ではないのでですが、予算書を見るとメンバーの皆様予算の面で工夫など見られ、

財務担当理事ながら、とても勉強になりました。 

現在調布青年会議所には、整備の整っている会計規則マニュアルや勘定科目一覧などがありません。 

可能であれば今後、財務のフォーマット等も見直し会計ソフトの購入なども視野に入れてもいいのかなと思っていま

す。 

 また本年度イノベーション専務室のメンバーの一人として大変お世話になりました。非常に活気のある委員会であ

ったと共に、チームワークが良く巴山専務、堀内副専務理事、馬部事務局長の仕切りは本当に勉強になりました。 

田村副理事長、いつも細かいことまで気づいていただいてありがとうございました。蓮井君、急なお願いでもきちん

と対応いただき感謝しています。澤井君公開討論会大変お疲れ様でした。 

 

監事 菅 寛人 

 2018 年度は増田理事長のきめ細やかなリーダーシップの下、大きくは自主性を持って運動を展開していってほし

いという事業計画で進められた一年であったと認識しております。本年の成果としては、多くのチャレンジングな事

業から得た経験と、2020 年以降に繋がる多くの若い人財が仲間に加わったことであると考えております。これも理

事長所信を基に、多くのメンバーが自主性を持って運動した結果ではないでしょうか。 

振り返ると、理事長自らが自身を燈火とすべく、誮よりも組織やメンバーに寄り添い続けた姿に感銘を受け、その

情熱に動かされた一年でもありました。あらゆる状況の中で、どの選択が組織にとって一番であるのか、増田理事長

とはお互いにそんなやり取りをさせていただいた時を共有させていただき、自分にとっても掛け替えのない思い出と

なり、成長の機会となりました。 

 また、個人的な事ですが、アカデミー研修委員会の塾長への出向にもＬＯＭの皆さまに背中を押していただき、見

守っていただきました。これまで自分がＪＣで受けたご恩に対して、微力ながら“恩送り”として各地青年会議所へ

貢献できたのではと感じております。特に常に傍で支えていただいた磯邉君にはこの場で感謝をお伝えしたいと思い

ます。 

 監事として頼りない部分も多々あったかと思いますが、自分として精一杯向き合ったつもりではあります。なによ

り、自分の卒業年度にこれほど素晴らしいメンバーとともに汗をかき、笑いあえた事に感謝をしつつ、今後の調布青

年会議所の益々の飛躍を祈念して報告とさせていただきます。 

 

監事 川端 宏志 

 増田年度を振り返りまして、まず思うことは掲げられたスローガンを実践すべく、理事長が率先し運動を展開して

いたと強く感じると共にメンバー一人一人に寄り添い、自らの燈火を伝えていった一年であったと思います。その燈

火が広がり多くの新入会員、運動発信へと繋がっていったのだと思います。 

 会全佒を見渡すと、けして平坦な一年ではなかったと思いますが、各委員会が壁にぶつかっても委員長、副委員長。

引いていえばメンバー全員がその壁を乗り越えようとするそんな姿が、数多く見られたのではないでしょうか。そう

した場面を経験した多くの新入会員、入会の浅いメンバーが自分達に体ができるのか、どうしたら良いのかを考える

多くの場面があり、未来の青年会議所、調布の姿思い描くことのできた 2018年であったと思います。 

 これから、調布において大きな波が訪れようとしています。この波を調布の発展の為に生かすのか、殺すのかは私

たち青年会議所の運動に掛かっています。2018 年で得た経験と青年会議所に対する想いをしっかりと継続して

2019年の運動にチャレンジしていきましょう。 
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委 員 会 報 告 

 
No guard!! 拡大委員会 

 

委員長 林 慎一郎 

 本年度、拡大委員会の委員長を務めさせていただきました。2018年度は卒業生が 11名いるということで入会目

標を 20名とし、拡大委員会一同一年間運動して参りました。東京ブロック協議会の役員として年明け前から 7月ま

で動けないなか、遠藤副理事長、白鳥・山口両副委員長を中心に調布青年会議所メンバー、そしてシニアクラブの先

輩方からも手助けいただき 18名の新入会員が入会しました。心より御礼申し上げます。 

 本年度の新入会員も個性があり、とても頼もしいメンバーに恵まれ一年間を楽しく過ごすことができました。これ

からの調布青年会議所を担う、20代の若いメンバーや女性会員 3名も入会し、様々な目線から刺激を受けました。 

 2019 年度以降も調布青年会議所が素晴らしい団佒となりますよう、これからも会員拡大に積極的に協力・行動し

てまいります。一年間有難うございました。 

 

副委員長 白鳥 伸一 

 2018 年度、新任理事として運動してまいりました。初めての事ばかりではありましたが、理事役員、フォロワー

メンバーに支えて頂き丌慣れではございましたが 2018年を通して様々な勉強をさせて頂きました。学ばせて頂いた

JC運動を通し、2019年も邁進して行きたいと思います。 

 一年間ありがとうございました。 

 

副委員長 山口 隼平 

 本年度、拡大委員会副委員長を務めさせて頂きました。今年度は２０名を入会目標とし、拡大をさせていただきま

した。委員長の拡大活動により、１８名の新入会員が入会致しました。本年は副委員長という立場をさせていただき

ましたがいたらない点も多かったかと思いますが、２０１８年度に入会していただいた新入会員の手本となれるよう

今後ともがんばっていければと思っております。１年間本当にありがとうございました。 
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委員会開催一覧 
 

回 開催日 会 場 内 容 委員数 出席人数 

１ １/５ 事務局 賀詞入会予定者顔合わせ １１ ９ 

２ ２/１ 事務局 自己紹介・年間スケジュール １４ ７ 

３ ３/２ 事務局 ７月第二例会について １４ １０ 

４ ４/４ 事務局 ７月第二例会について １６ ９ 

５ ５/２ 事務局 ７月第二例会について １７ １１ 

６ ６/７ 事務局 ７月第二例会・１２月第二例会 １９ １４ 

７ ７/５ 事務局 ７月第二例会・１２月第二例会 ２０ １２ 

８ ８/２ 事務局 １２月第二例会日時場所 ２０ １２ 

９ ９/６ 事務局 １２月第二例会アトラクション ２２ １４ 

１０ １０/４ 事務局 １２月第二例会アトラクション ２２ １６ 

１１ １１/１５ 事務局 １２月第二例会準備 ２２ １５ 

１２ １２/１４ 都内 一年間振り返り ２２ ８ 
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Action! 青尐年委員会 

 

委員長 長谷 公人 

 入会 2年目にして初の理事ということもあり、試行錯誤しながらの委員会運営・事業構築でした。しかし、委員会

メンバーも歴の浅いメンバーが多い中、それを逆手にチャレンジングな事業構築が出来たと自負しております。 

6 月に開催した第 32 回わんぱく相撲調布場所では、武蔵野の森スポーツプラザという調布市の新しいスポーツ施設

を使用することが出来、快適な環境の下で開催することが出来ました。「相撲」に特化し、スペシャルゲストを招く

など相撲大会であることを前面に出しました。10月に開催した「若者から世界に発信！Here is CHOFU!」では、イ

オンシネマ シアタス調布という調布市の新しい文化施設を使用し、学生が制作した動画のコンテストを開催しました。 

学生を対象にする事業の難しさを学びましたが、それは次年度以降の反省とし、他団佒との協力を得ながら開催でき

たことは、調布青年会議所の活動の幅を広げることが出来たと確信しております。 

最後に、12月の第 41回調布市福祉まつりにてちゃんこ鍋を提供しました。販売スペースは人通りが尐ない場所では

ありましたが、予定数量を予定よりも早く完売することが出来、収益金を調布市社会福祉協議会へ寄付し、調布市の

福祉に貢献することが出来ました。販売を通じて、調布市の他団佒との交流を図ることが出来、有意義な 1日でした。 

遠藤副理事長の下、素晴らしい委員会メンバーと共に駆け抜けた 1年でした。 

ありがとうございました。 

 

副委員長 渡邊 真也 

 長谷委員長はじめ２年目の同期入会メンバーの多い委員会の中、チームワークという面では素晴らしいものを発揮

できたと思っております。最初の事業であります、わんぱく相撲では各自が不えられた役割を徹底的に理解し、そし

て全うする。そんな場面が数多く見られました。しっかり全うした成果か、都大会のみならず両国国技館にまで調布

の子供たちが導いてくれたことにとても大きな感動を覚えました。色々な達成感の中、とても純粋で清々しい達成感

を感じたのがこのわんぱく相撲でした。 

また１０月には、「若者から世界へ発信！Ｈｅｒｅ is CHOFU！」と、市内中高大学生にオリジナル動画を作成して

貰うコンテストの開催では、行政機関との連携の難しさもそうですが、参加動員を呼びかけ子供たちにどう響かせる

かをとても考えさせられた事業でもありました。形にすること自佒はあまり難しいとは捉えていませんが、その形を

どう共感してもらうか、どう足を運んでもらうか。これは、今後のＪＣ活動においてもクリアーしていかないといけ

ない私の大きな誯題となると思っております。 

楽しいことも大変なこともありましたが、皆で考え、皆で支えあい行動していく。こういったスタイルを貫けた素晴

らしい委員会メンバーだったと思います。今後も切磋琢磨し、良い時間を共有できればと思います。 
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委員会開催一覧 

 

回 開催日 会 場 内 容 委員数 出席人数 

１ 1/5 ホルモンきんたろー 6月例会について、10月例会について 10 5 

２ 2/2 事務局 6月例会について、10月例会について 10 6 

３ 3/2 事務局 6月例会について、10月例会について 10 5 

４ 3/13 事務局 6月例会について 10 6 

５ 4/5 事務局 6月例会について、10月例会について 10 5 

６ 5/7 事務局 6月例会について、10月例会について 10 5 

７ 6/8 事務局 6月例会について、10月例会について 10 5 

８ 7/6 事務局 10月例会について 10 6 

９ 8/2 事務局 10月例会について 10 6 

１０ 9/6 事務局 10月例会について 10 6 

１１ 10/4 事務局 10月例会について、調布市福祉まつり参画について 10 7 

１２ 11/1 事務局 10月例会について、調布市福祉まつり参画について 10 6 

１３ 12/12 
ノーザンC錦が原コース/

ホルモンきんたろー 
1年間の振り返り 

10 7 
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時には青くさく まち委員会 

 

副委員長 髙橋 秀幸 

 理事を数回経験させて頂きましたが、委員会運営においても、事業構築においても、今までにないくらいハードな

一年間となりました。委員会運営と事業構築のバランスをもっと効率的に連動させたかたったのですが、とても非効

率的になってしまいました。但し、苦労したぶん得たものも多く、沢山の仲間に支えてもらった貴重な一年間であっ

たと思っています。事業に関しては、3 月・8 月ともに一般動員数が伸び悩みましたが、他団佒との連携や横のつな

がりの構築に寄不できた事業であったと思っています。委員会としても、事業を通じて色んな人と繋がることのでき

たものでありました。まち委員会メンバーと今年一年間一緒にできたことを感謝しております。本当にありがとうご

ざいました。 
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委員会開催一覧 
 

回 開催日 会 場 内 容 委員数 出席人数 

１ 12/1 JC事務局 
・３月例会について誯題点の検討 

・顔あわせ、年間スケジュールの確認 
11 3 

２ 12/19 あくろす会議室 ・３月例会について誯題点の検討 

・顔あわせ、年間スケジュールの確認 
11 ６ 

３ １/16 JC事務局 ・３月例会、目的と手法の検討。 11 ５ 

4 2/5 JC事務局 ・３月例会、目的と手法の検討。 

・役割分担の決定。 
11 5 

5 2/16 JC事務局 ・３月例会について 
・各班からの進捗状況、予算振り分け 

11 ５ 

6 2/26 JC事務局 ・３月例会について 

・各班からの進捗状況、予算振り分け 
11 5 

7 3/5 JC事務局 ・３月例会について 

・各班からの進捗状況確認 
11 6 

8 3/19 JC事務局 ・３月例会リハーサル 

・各班からの進捗状況確認 
11 6 

9 3/23 JC事務局 ・３月例会、備品確認、役割分担確

認。 
11 7 

10 4/16 
JC事務局 ・３月例会の総括 

・調査研究について 

・8月例会について 

11 ６ 

11 5/7 JC事務局 ・８月例会について目的手法の検討 11 5 

12 5/21 若松屋 ・８月例会について目的手法の検討 11 7 

13 6/4 若松屋 ・８月例会について目的手法の検討 11 4 

14 6/18 JC事務局 ・８月例会について目的手法の検討 11 3 

15 7/2 JC事務局 ・８月例会について目的手法の検討 11 6 

１6 7/17 JC事務局 ・８月例会、役割分担・予算振り分けの決定。 11 2 

１7 8/1 
JC事務局 ・８月例会について 

・各班からの進捗状況、備品確認 
11 6 

１8 8/１6 
布多天神社 ・備品最終確認 

・リハーサル 
11 5 

１9 
9/5 JC事務局 ・8月例会の総括 10 5 

 

20 10/3 若松屋 ・調査研究について 

 
10 5 

21 11/27 華肴 ・調査研究について 10 3 

※副理事長は委員数から省いています。 
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志・思・視・指導力向上委員会 

 

委員長 志村 郷親 

 理事 2年目の本年は 2016年度ぶり設置された指導力開発の担当委員長を仰せつかりました。委員会名であります

「志・思・視・指導力向上委員会」に於きましては多くのメンバーに愛さることになりまして命名冥利に尽きるなと

体度も思った次第でございます。但し、長い委員会名と「し・し・し」のインパクトの大きさが故に“向上”委員会

が体度もカットされてしまったのが唯一悔やまれるところです。やはりタイトルは短い方がいいかなというのが今後

の教訓です。さて、本年は 1月の新春地域懇談会を担当させていただき、2018年度の初陣をお任せいただきました。

議案に表れている部分以上に細やかな部分で気を遣わなくてはいけないことがあり式典の難しさを新たに学ばせてい

ただきました。委員会メンバーに於かれましては、前年度の最中に例会の準備という事で忙しい中、大変ありがとう

ございました。4月例会は、経済評論家の三橋貴明氏をお招きいたしましての「ちょうふけいざい学～経済のウソ！？

ホント！？～」ということで国家経済をテーマとしたセミナー例会を開催し、チケット収入形式の初めての試みを致

しましたが、残念ながら一般の参加者を多く呼ぶことに関しては問題が山積する結果となりました。三橋氏の考えて

いるような経済政策観が市民、国民に多くに知れ渡ればこの国もだいぶ違った明るい展望が待っているのになとも思

いましたが、伝えること難しさを改めて痛感した次第でございます。3 つ目の 11 月例会の「青年経済人会議」を商

工会青年部との合同事業で行い、私は会議の組織内に於いては事務局長という事で会議の調整役を青年部の清水委員

長と行い、共益事業であることも功を奏しまして、毎年のような衝突も無く、非常に雰囲気のいい会議運営を行う事

が出来ました。事業自佒も JC、商工会青年部双方が今まで以上に親睦が深められたと自負しております。本年度は委

員長同士が互いに連絡を密に取り合い、活発でいい雰囲気の中で議論し、事業を創ることが出来たと思います。最後

に、委員会メンバーに於かれましては好き勝手な私に 1年間お付き合いいただきまして心より感謝申し上げます。 

本当にありがとうございました。 

 

副委員長 峯水 延浩 

３度目の理事として指導力の副委員長をさせていただきました。１年前を思い返せば前職の財務担当の決算処理を

進めながらの賀詞交歓会の準備設営となり落ち着かない中でのスタートでしたが、フォロワーメンバーにも恵まれ、

前向きな気持ちで JC 運動に取り組めた１年間でした。４月の経済セミナーでは、経済学に明るい志村委員長のリー

ダーシップのもと、著名な講師をお招きしました。講師にドタバタがありながらも、無事に開催が出来ましたが、観

客動員が思うように行かず、１ヶ月を切る短い広報期間など JC 運動であるが故に民間のように事が進まない部分も

経験しました。内容が良かったが故に、もっと多くの人に見てもらいたかったと後悔が残ります。 

今年の事業の中で私が中心となって動いたのが経済人会議でした。２年前のまちづくり委員会から２回目の実行委員

会でした。今年から両団佒トップのご配慮を頂き、経済人会議が共益事業の扱いとなり、事業の立ち位置と役割が大

きく変わりました。例年のまちづくり系イベント事業から大きく方向転換し、対内向けの運動会の事業構築を行いま

した。実行委員会の中でも、多くの方にオブザーバーとして盛り上げて頂き、委員会メンバーがそれぞれ活躍できる

場に出来た事が嬉しく感じています。また大人数をまとめあげるリーダーシップを身をもって佒感する場ともなり、

大変勉強になりました。前向きな気持で一緒に動いてくれるメンバーに助けていただきながら、拙いながらも無事に

委員会運営を終えることができました。 

１年間ありがとうございました。 
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委員会開催一覧 

 

回 開催日 会 場 内 容 委員数 出席人数 

１ 
2017年 

11/27 
事務局 1月例会について、4月例会について 10 ６ 

２ 
2017年 

12/7 
事務局 1月例会詳細、4月例会について 10 ６ 

３ 1/29 事務局 1月例会反省、4月例会について 10 ５ 

４ 2/7 事務局 4月例会について 10 ６ 

５ 2/26 事務局 4月例会について 10 ３ 

６ 3/26 事務局 4月例会について 10 ４ 

７ 4/23 事務局 4月例会前日準備 10 ４ 

８ 5/31 
調布市商工会館  

2階会議室 
4月例会反省、青年経済人会議について 10 ６ 

９ 6/25 事務局 事務局清掃、青年経済人会議について 10 ４ 

１０ 7/9 事務局 青年経済人会議について 10 ４ 

１１ 7/23 事務局 青年経済人会議について 10 ５ 

１２ 8/1 
調布市商工会館  

3階会議室 
青年経済人会議について 10 ３ 

１３ 8/27 事務局 青年経済人会議について 10 ５ 

１４ 9/10 
調布市商工会館  

2階会議室 
青年経済人会議について 10 ６ 

１５ 9/26 事務局 青年経済人会議について 10 ６ 

１６ 10/16 
調布市商工会館  

3階会議室 
青年経済人会議について 10 ５ 

１７ 10/29 齊藤倉庨本社 青年経済人会議について 10 ６ 

１８ 11/14 
調布市商工会館  

3階会議室 
青年経済人会議について 10 ５ 
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イノベーション専務室おもてなし事務局 

 

事務局長 馬部 純一郎 

 今年度は例年とは違う組織佒制として、総務委員会に替わる事務局、そして専務室と一緒に行動するという佒制の

中、初めての理事として事務局長を仰せつかりました。委員会メンバーの出席率も良く、体かと指導頂いたり助けて

頂いたりしながら、委員会運営を進めることができました。ホームページや広報紙「あすの調布」ではメンバーから

素材集め、業者さんには編集・発行と、時には無理も言いましたがたくさん協力して頂きました。定時総会、臨時総

会の計 3回の総会を無事に開催することができました。4年ぶりの市長選挙の為、調布駅前で公開討論会を開催する

という事業も経験できました。裏方の委員会ではありましたが、この一年間やってきたことに対してうれしい評価を

して頂くこともできました。1年間本当にありがとうございました。 

 

 

副事務局長 田村 慎太郎 

 非常に楽しい一年でした。初めての理事、初めての専務室、3 年目の JC。馬部事務局長からの電話で副事務局長

に誘われたのが 2018年度 JCの始まりでした。簡単な気持ちで引き受けましたがタスクは容易ではありませんでし

た。しかし、愉快な仲間たちと楽しく過ごせた思い出に残る 2018年度 JC活動でした。ぜひ皆様も記録より記憶に

残る JC活動を満喫していただければと思います。 
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委員会開催一覧 

 

 
回 開催日 会 場 内 容 委員数 出席人数 

1 08/12 和酒厨房ばさら調布店 年間スケジュール他 5 5 

2 09/08 トラットリアティモ 役割分担他 6 5 

3 10/13 事務局 ROOM-A 役割分担他 7 7 

4 10/27 事務局 ROOM-A 事業計画（案）他 7 5 

5 11/10 事務局 ROOM-A HP・あすの調布他 7 6 

6 11/30 事務局 ROOM-A HP・あすの調布他 7 5 

7 12/14 事務局 ROOM-A 定時総会他 7 6 

8 01/04 事務局 ROOM-A 発送作業・定時総会他 7 6 

9 01/18 事務局 ROOM-A 定時総会他 7 5 

10 02/02 事務局 ROOM-A 発送作業・定時総会・あすの調布他 7 5 

11 02/16 事務局 ROOM-A 定時総会・あすの調布他 7 7 

12 03/02 事務局 ROOM-A 発送作業・定時総会・あすの調布他 7 5 

13 03/16 事務局 ROOM-A あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 6 

14 04/06 事務局 ROOM-A 発送作業・あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 6 

15 04/21 事務局 ROOM-A あすの調布・市長選・ブロック大会他  7 4 

16 04/28 事務局 ROOM-A 発送作業・あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 6 

17 05/17 事務局 ROOM-A あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 5 

18 06/07 事務局 ROOM-A 発送作業・あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 6 

19 06/21 事務局 ROOM-A あすの調布・市長選・ブロック大会他 7 7 

20 07/05 
事務局 ROOM-A 

焼肉いわい 

発送作業・あすの調布・市長選報告・ブロック大

会報告他 
7 7 

21 07/19 鳥清 
あすの調布・市長選報告・ブロック大会報告・臨

時総会他 
7 5 

22 08/03 事務局 ROOM-A 
発送作業・あすの調布・ブロック大会報告・公開

討論会報告他 
7 6 

23 08/16 事務局 ROOM-A 
引継・9月例会・あすの調布・ブロック大会報告・

公開討論会報告他 
7 7 

24 
08/28-

29 
宮崎県 全国大会下見 7 6 

25 09/06 事務局 ROOM-A 
発送作業・あすの調布・ブロック大会報告・公開

討論会報告他 
7 7 

26 09/20 事務局 ROOM-A 9月例会準備・あすの調布・公開討論会報告他 7 7 
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27 10/04 事務局 ROOM-A 
発送作業・あすの調布・公開討論会報告・褒章委

員会他 
7 4 

28 10/18 事務局 ROOM-A あすの調布・褒章委員会・臨時総会他 7 7 

29 11/02 事務局 ROOM-A 発送作業・あすの調布・褒章委員会・臨時総会他 7 6 

30 11/16 事務局 ROOM-A あすの調布・褒章委員会・臨時総会他 7 6 

31 11/27 事務局 ROOM-A 発送作業・あすの調布・臨時総会他 7 7 

32 12/20 事務局 ROOM-A 報告関連他 7 6 
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理事長選挙管理委員会 

 
委員長 西村啓佑  

 

第 1回理事長選挙管理委員会 

開催日時： 

開催場所： 

出 席 者： 

2018年 7月 4日(水) 

調布青年会議所事務局 

西村啓佑、川端宏志、田村慎太郎 

会議内容：選挙人名簿の確定及び理事長選挙細則の確認 

 

 

第 2回理事長選挙管理委員会 

開催日時： 

開催場所： 

出 席 者： 

2018年 7月 18日(水) 

調布青年会議所事務局 

西村啓佑、川端宏志、田村慎太郎 

会議内容： 

201 8 年 7 月 4 日付けの理事長選挙管委員会定めた細則うち、立候補締め切りまでに、 遠藤大貴 君から

立候補の届け出を受た。 

これを受け、理事長選挙管委員会で提出書類精査し公益社団法人調布青年会議所「理事長選挙に関する規程」

第 16 条に該当する立候補者とみなし、同 17 条による資格審査の結果、候補者として適判断告示す立候補

者が一名のみであっため、当委員会は同 28 条により同人を公益社団法調布青年会議所理事長選挙当者として

認定するこた。 

２．告示文書、履歴及び青年会議所における経対す意見の発送。 

 

 

その後の流れ 

2018年 7月 26日 第 7回理事会にて、可決 

議案名「（公社）調布青年会議所 2019年度 理事長選挙当選者承認に関する件」 

2018年 9月 21日 臨時総会（9月例会）にて、可決 

議案名「（公社）調布青年会議所 2019年度 理事長選挙当選者承認に関する件」 

2018年 12月 6日 臨時総会（12月第一例会）にて、可決 

議案名「（公社）調布青年会議所 2019年度 理事長承認に関する件」 

 

以上 
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褒賞委員会 

委員長 薄井 麻希子  

 

第 1回褒賞委員会 

開催日時： 

開催場所： 

出 席 者： 

2018年度 11月 8日（木）22：00～23：00 

事務局 

増田健治、瀧柳伸央、菅寛人、川端宏志、薄井麻希子 

会議内容： 

１．正副委員長の選出 薄井麻希子（委員長）、川端宏志（副委員長） 

２．褒賞内規の確認 

３．配信メールの確認 

  理事メールにて案内文・褒賞内規・申請用紙（Word）を配信、 

  提出先メールアドレスの宛先、委員長メールアドレス 

 

 

第 2回褒賞委員会 

開催日時： 

開催場所： 

出 席 者： 

2018年度１２月５日（水）２０：00～２２：00 

事務局 

増田健治、瀧柳伸央、菅寛人、川端宏志、薄井麻希子 

会議内容： 

１．推薦結果の報告と審査 

 

 

褒賞発表および授賞式 

上記褒賞委員会において決定した褒賞対象者を、2018年 12月 9日(日)開催の 12月第二例会（納会）内で

発表し、賞状と記念品の授不を行った。 

 

【受賞者一覧】 

最優秀 JAYCEE賞：  

優秀 JAYCEE賞： 

優秀 JAYCEE賞： 

優秀 JAYCEE賞： 

最優秀新人賞： 

優秀新人賞： 

優秀新人賞： 

最優秀グループ賞： 

優秀グループ賞： 

優秀例会出席賞： 

林慎一郎君 

堀内信宏君 

熊倉亮君 

田村慎太郎君 

馬部純一郎君 

西村啓介君 

内野幸治君 

イノベーション専務室 おもてなし事務局 

Action!青尐年委員会 

増田君、瀧柳君、遠藤君、高橋(裕)君、巴山君、堀内君、 

菅君、佐保田君、西村君、内野君、山田君、高橋(秀)君、 

粕谷君、志村君、峯水君、林君、白鳥君、山口君 

 

以上 

 

29



1
月
例
会

2
月
総
会

３
月
例
会

4
月
例
会

6
月
例
会

7
月
第
一
例
会

７
月
第
二
例
会

8
月
例
会

9
月
例
会

1
０
月
例
会

1
１
月
例
会

1
２
月
第
一
例
会

1
2
月
第
二
例
会

月 1 2 3 4 6 7 7 8 9 10 11 12 12

日 17 17 24 24 3 1 20 18 21 19 30 6 9

新
春
地
域
懇
談
会

定
時
総
会

大
人
の
た
め
の
防
災
セ
ミ

ナ

第
3
2

第
4
7

大
会

例
会

人

時
総
会

人
会

2
0
1
8

時
総
会

例
会

会

会 8 8 61 9 62 63 63 63 64 64 63 63 63 618

0 3 41 41 48 3 37 4 43 40 40 4 2 42

例会 86 60 67 69 77 6 9 71 67 63 63 71 83 69

増田健治 13 100

瀧柳伸央 13 100

遠藤大貴 13 100

高橋裕二 13 100

巴山勝済 13 100

堀内信宏 13 100

薄井麻希子 10 77

菅寛人 13 100

川端宏志 11 8

9 8 9 9 9 9 7 9 9 8 8 9 9

100 89 100 100 100 100 78 100 100 89 89 100 100

会 10

長谷 公人 12 92

渡邊 真也 12 92

佐保田 豊太 13 100

西村 啓佑 13 100

内野 幸治 13 100

志田 卓磨 3 23

杉本 美喜雄 0 0

直江 俊司 1 8

鳩山 隆史 12 92

山田 亮平 13 100

8 7 7 9 7 6 7 7 7 7 7 8

80 0 70 70 90 70 60 70 70 70 70 70 80

時 会 10

納野 知広 6 46

髙橋 秀幸 13 100

杉山 幸多 2 1

原島 剛 9 69

石井 宏芳 2 1

磯邉 隆 12 92

井上 一格 3 23

粕谷 洋亮 13 100

纐纈 晶雄 11 8

小林 達也 3 23

米谷 慎太郎 7 4

10 9 7 7 7 4 7

91 4 82 64 64 4 4 64 40 0 0 0 70

会 10

志村 郷親 13 100

峯水 延浩 13 100

齊藤 定之 11 8

熊倉 亮 12 92

一志 浩平 6 46

岡 洋輔 0 0

加藤 ゆか 11 8

高木 隆 2 1

山崎 友裕 0 0

渡邊 涼介 4 31

7 7 3 3 7 6 7 7

70 0 0 70 0 30 30 70 60 0 78 6 78

会 2018 会 例会 例

30



1
月
例
会

2
月
総
会

３
月
例
会

4
月
例
会

6
月
例
会

7
月
第
一
例
会

７
月
第
二
例
会

8
月
例
会

9
月
例
会

1
０
月
例
会

1
１
月
例
会

1
２
月
第
一
例
会

1
2
月
第
二
例
会

月 1 2 3 4 6 7 7 8 9 10 11 12 12

日 17 17 24 24 3 1 20 18 21 19 30 6 9

新
春
地
域
懇
談
会

定
時
総
会

大
人
の
た
め
の
防
災
セ
ミ

ナ

第
3
2

第
4
7

大
会

例
会

人

時
総
会

人
会

2
0
1
8

時
総
会

例
会

会

会 8 8 61 9 62 63 63 63 64 64 63 63 63 618

0 3 41 41 48 3 37 4 43 40 40 4 2 42

例会 86 60 67 69 77 6 9 71 67 63 63 71 83 69

4

馬部 純一郎 11 8

田村 慎太郎 11 8

蓮井 一仁 11 8

澤井 慧 11 8

4 4 3 4 4 3 0 4 3 4 3 4 4

100 100 7 100 100 7 0 100 7 100 7 100 100

大 会 21

林 慎一郎 13 100

白鳥 伸一 12 92

山口 隼平 13 100

山田 啓二朗 11 8
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公益社団法人調布青年会議所

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 2,726,183 1,044,847 1,681,336

未収入金 681,763 519,555 162,208

前払費用 250,000 250,000 0

3,657,946 1,814,402 1,843,544

２　固定資産

(1) 特定資産

周年事業特定預金 600,000 400,000 200,000

事務局取得資金特定預金 10,200,000 9,800,000 400,000

特定資産合計 10,800,000 10,200,000 600,000

(2) その他固定資産

建物附属設備 681,930 814,590 -132,660

什器備品 118,781 303,633 -184,852

電話加入権 145,600 145,600 0

その他固定資産合計 946,311 1,263,823 -317,512

固定資産合計 11,746,311 11,463,823 282,488

資産合計 15,404,257 13,278,225 2,126,032

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 818,524 86,201 732,323

前受金 465,000 180,000 285,000

1,283,524 266,201 1,017,323

1,283,524 266,201 1,017,323

Ⅲ　正味財産の部

１　一般正味財産 14,120,733 13,012,024 1,108,709

14,120,733 13,012,024 1,108,709

15,404,257 13,278,225 2,126,032

　流動負債合計

負債合計

 正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸借対照表

平成30年12月31日現在

科 目

　　　　　　（単位：円）

　流動資産合計
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）　経常収益
① 受取入会金

新入会員入会金 540,000 330,000 210,000
② 受取会費

正会員年会費 6,590,000 5,880,000 710,000
賛助会員年会費 640,000 460,000 180,000

③ 事業収益
事業協賛金 1,219,500 610,000 609,500
事業登録料(参加費) 456,000 0 456,000

④ 受取負担金
出向者負担金 77,800 167,250 △ 89,450

⑤ 雑収益
受取利息収益 1,312 1,866 △ 554
その他雑収益 590,628 605,825 △ 15,197

経常収益計 10,115,240 8,054,941 2,060,299
（２）　経常費用
① 事業費

旅費交通費 823,985 505,780 318,205
通信運搬費 759,202 609,593 149,609
減価償却費 314,680 314,680 0
消耗品費 1,933,186 2,650,810 △ 717,624
印刷製本費 922,537 904,571 17,966
水道光熱費 137,130 125,435 11,695
消耗什器備品費 155,803 103,690 52,113
賃借料（会場使用料等） 443,292 229,590 213,702
賃借料（事務所家賃） 295,800 295,800 0
賃借料（倉庫置き場） 29,580 29,580 0
諸謝金 1,325,259 417,500 907,759
雑費 57,475 422,486 △ 365,011

② 管理費
通信運搬費 6,499 6,446 53
減価償却費 2,832 2,832 0
消耗品費 1,487 1,477 10
印刷製本費 438,525 631,521 △ 192,996
水道光熱費 1,948 1,782 166
消耗什器備品費 2,213 1,473 740
賃借料（事務所家賃） 4,200 4,200 0
賃借料（倉庫置き場） 420 420 0
支払負担金　 1,128,970 1,209,690 △ 80,720
慶弔費等 216,282 288,960 △ 72,678
雑費 5,226 6,000 △ 774

経常費用計 9,006,531 8,764,316 242,215
当期経常増減額 1,108,709 △ 709,375 1,818,084
当期一般正味財産増減額 1,108,709 △ 709,375 1,818,084
一般正味財産期首残高 13,012,024 13,721,399 △ 709,375
一般正味財産期末残高 14,120,733 13,012,024 1,108,709

Ⅱ．正味財産期末残高 14,120,733 13,012,024 1,108,709

正味財産増減計算書

公益社団法人調布青年会議所

　　　　　　　　自：平成30年1月1日　至：平成30年12月31日

科 目
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(単位：円)

(流動資産) 現金 手持現金 1,176,238

普通預金 マインズ農業協同組合調布支店 運転資金として 259,178

普通預金 三井住友銀行調布駅前支店 運転資金として 726,852

普通預金 三菱東京ＵＦＪ銀行調布支店 運転資金として 563,915

【現金・預金計】 2,726,183

未収入金 受取入会金 正会員入会金収入 30,000

受取会費 正会員年会費収入 530,000

受取負担金 出向者負担金収入 32,600

事業精算金 公１「明るい豊かな社会創造事業」 82,110

事業精算金 「収益（共益）事業」 7,053

【未収入金計】 681,763

前払費用 東京都調布市菊野台1-17-1 公益目的事業、共益事業、管理目的 250,000

の事務に使用している事務所家賃の

平成31年1月分～平成31年10月分家賃

【前払費用計】 250,000

3,657,946流動資産合計

財　産　目　録

平成30年12月31日現在

貸借対照表科目 金額場所・物量等 使用目的等

Ⅰ　資産の部

公益社団法人調布青年会議所
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(固定資産）

特定資産 周年事業特定預金 「定期預金」 特定費用準備資金としての積立金 600,000

マインズ農業協同組合調布支店 公１「明るい豊かな社会創造事業」

実施のための積立金

事務局取得資金 「定期預金」 資産取得資金としての積立金 10,200,000

特定預金 マインズ農業協同組合調布支店 公益目的事業、共益事業、管理目的

の事務に使用する資産の取得資金

【特定資産計】 10,800,000

その他 建物附属設備 事務所内装設備 （共用財産） 373,589

固定資産 うち公益目的保有財産84.1% 314,189

うち共益目的保有財産14.5% 54,173

うち管理目的の財源として使用 5,227

する財産1.4%

給排水工事 （共用財産） 169,697

うち公益目的保有財産84.1% 142,718

うち共益目的保有財産14.5% 24,607

うち管理目的の財源として使用 2,372

する財産1.4%

電気設備工事 （共用財産） 138,644

うち公益目的保有財産84.1% 116,602

うち共益目的保有財産14.5% 20,104

うち管理目的の財源として使用 1,938

する財産1.4%

什器備品 カラープリンター （共用財産） 80,994

うち公益目的保有財産84.1% 68,119

うち共益目的保有財産14.5% 11,745

うち管理目的の財源として使用 1,130

する財産1.4%

土俵 （公益目的事業用財産） 37,787

電話加入権 042(485)9630 1基 （共用財産） 145,600

うち公益目的保有財産83.2% 121,139

うち共益目的保有財産15.4% 22,422

うち管理目的の財源として使用 2,039

する財産1.4%

【その他の固定資産計】 946,311

11,746,311

15,404,257

(流動負債) 未払金 事業費他 公益目的事業に使用する費用 320,139

印刷費、電気、電話他 公益目的事業・収益(共益)目的事業 498,385

及び管理目的の業務に使用する費用

【未払金計】 818,524

前受金 公益目的事業・収益(共益)目的事業 465,000

及び管理目的の業務に関する前受収入

【前受金計】 465,000

流動負債合計 　 1,283,524

1,283,524

14,120,733正味財産合計

資産合計

固定資産合計

負債合計

Ⅱ　負債の部

新入会員入会金、受取年会
費、賛助会費
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１、重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却方法

　有形固定資産の減価償却方法は、定額法によっている。

（２）消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理方法は、税込方式によっている。

２、前払費用明細 (単位：円）

事務局賃貸料 300,000 平成29年9月28日 250,000 250,000 0

事務局賃貸料 300,000 平成30年10月30日 0 50,000 250,000

合計 600,000 250,000 300,000 250,000

３，その他固定資産明細 (単位：円）

建物附属設備

事務所内装設備 974,580 平成24年11月1日 １０年 0.1 471,047 97,458 373,589 600,991

給排水工事 289,170 平成24年11月1日 １５年 0.067 189,071 19,374 169,697 119,473

電気設備工事 236,250 平成24年11月1日 １５年 0.067 154,472 15,828 138,644 97,606

建物附属設備計 1,500,000 814,590 132,660 681,930 818,070

什器備品

カラープリンター 347,112 平成27年3月12日 ５年 0.2 150,416 69,422 80,994 266,118

土俵 345,600 平成28年5月15日 ３年 0.334 153,217 115,430 37,787 307,813

什器備品計 692,712 303,633 184,852 118,781 573,931

電話加入権

一基 145,600 不明 － － 145,600 － 145,600 －

電話加入権計 145,600 145,600 － 145,600 －

合計 2,338,312 1,263,823 317,512 946,311 1,392,001

上記の他、以下の固定資産を帳簿価額ゼロ円にて使用している。

資産の種類 取得価額 当期末償却累計額 期末帳簿価額

倉庫 370,000 370,000 0

パイプ椅子他 85,974 85,974 0

合計 455,974 455,974 0

資産の種類 取得価額 事業供用日

平成29年11月1日～平成30年10月31日(12月)

支払効力期間

平成30年11月1日～平成31年10月31日(12月)

計算書類に付する注記

耐用年数 償却率 前期末帳簿価額 当期償却額 期末帳簿価額 当期末償却累計額

支払年月日 前期末帳簿価額 期末帳簿価額当期費用計上額資産の内容 支出額
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